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知る上た緊穿なことである｡ll.Co^ ･m s並びに S.











ⅠⅠ.一束 放 材料 ●
I(1) 供試薬剤 本実験に位Ff]したTEPP巻き剤は .
T,EPP(Tetraethylpyrophospha,te)を 36;58%













軍法で累代飼育を行い嘩唯の別なく卿 ヒ笹24時rL似 内 ●
の成虫を1回の試験に約30頭宛用いた｡供託昆虫の飼
育は刻Lk.した屈鈴繋400gを 590ccの水で30分TM-,rx
排しこれを沼別L'七煎汁に砂糖 40i,韮天 60gを加
えこ柑こ水を加えて全体を.llI.こして繁夫をよくとか
し,500ccの三角フラスコに 200ic宛分牲し,:約位
を施して投首釜で7ポy ドで20分fhEl設問し,これに1
白金耳の酵母を接性し.25oCで24時間範班させた筏
に乾熱投菌した酔 ド紙と4つ切りにして入れる,次に ∴ヽ
雌堆20対の羽化24時1日杓の成虫をエーテル麻酔して入
礼,25oC の恒氾裾内で飼育L,_5日間立卯させてか
ら成虫をフラスコ､与りとりulL茨の肘 宅の成虫を羽化
させた｡
III.L＼実験装藩と方法
約1図の如き装置に前記の供託昆卑を入れ下方の,I
ム栓を耽してこれからガ.5'ス製の小型唄封器で 2cc
の薬液を 5.81】S/ihi.のEEカで唄詔し再びコ･ム栓をし
て落下仰原虫数を一定時間毎に数えた｡なお殺虫試験
は30oC内外の実験室内で行?た.
lV.､実 験結果 ~
供託薬剤を前述の紐皮に稀釈後直ちに殺虫試験を行
った結果は約1衣にか げゝた如くであ`る｡10OOI'･i:液に
ついて前述の-起条件下に作った後に行った投出拭助
成矧 ま妨2表の如くである｡･
'V.音義と結論 ~
ABH SS (1)(5)√は昆虫の燕別に対する抵抗性の分布は
